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に示した。実習施設は、保育所 48 件（69.6％）、幼稚園 21 件（30.4％）であった。性別
は、男性 7 件（10.1％）、女性 62 件（89.9％）であった。年齢区分は、20～29 歳 1 件（1.4％）、
30～39 歳 4 件（5.8％）、40～49 歳 11 件（15.9％）、50～59 歳 41 件（59.4％）、60 歳以
上 12 件（17.4％）であった。保育士および幼稚園教諭経験年数は、5 年以下 4 件（5.8％）、
6～10 年 2 件（2.9％）、11～15 年 4 件（5.8％）、16～20 年 7 件（10.1％）、21～25 年 6 件
（8.7％）、26 年以上 45 件（65.2％）、未記入 1 件（1.4％）であった。役職は、園長 56 件












なくてよいの５件法にて調査を行った。なお、調査した 15 項目は以下の通りである。  
➀人柄が良いこと、②子どもが好きであること、③観察力（洞察力）があること、④考察
表１．属性
保育所 幼稚園 未記入 総計
48 21 0 69
69.6% 30.4% 0.0% 100.0%
男性 女性 未記入 総計
7 62 0 69
10.1% 89.9% 0.0% 100.0%
20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上 未記入 総計
1 4 11 41 12 0 69
1.4% 5.8% 15.9% 59.4% 17.4% 0.0% 100.0%
5年以下 6-10年 11-15年 16-20年 21-25年 26年以上 未記入 総計
4 2 4 7 6 45 1 69
5.8% 2.9% 5.8% 10.1% 8.7% 65.2% 1.4% 100.0%
園長 副園長 主任 なし 無回答 総計
56 1 11 1 0 69
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No. 項目 年次 N 平均値 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
保育所 93 4.68 0.39 0.63 0.07
幼稚園 42 4.57 0.35 0.59 0.09
保育所 93 4.73 0.39 0.63 0.07
幼稚園 42 4.74 0.20 0.45 0.07
保育所 93 4.23 0.39 0.63 0.07
幼稚園 41 4.24 0.39 0.62 0.10
保育所 92 4.18 0.42 0.65 0.07
幼稚園 41 4.17 0.45 0.67 0.10
保育所 92 4.07 0.37 0.61 0.06
幼稚園 41 4.12 0.46 0.68 0.11
保育所 92 3.99 0.32 0.56 0.06
幼稚園 41 4.02 0.42 0.65 0.10
保育所 92 4.57 0.45 0.67 0.07
幼稚園 41 4.54 0.35 0.60 0.09
保育所 92 4.46 0.49 0.70 0.07
幼稚園 42 4.38 0.44 0.66 0.10
保育所 93 4.69 0.30 0.55 0.06
幼稚園 41 4.68 0.22 0.47 0.07
保育所 93 4.38 0.41 0.64 0.07
幼稚園 41 4.54 0.45 0.67 0.11
保育所 89 3.36 0.39 0.63 0.07
幼稚園 41 3.37 0.44 0.66 0.10
保育所 93 4.68 0.31 0.55 0.06
幼稚園 41 4.73 0.25 0.50 0.08
保育所 93 3.72 0.51 0.71 0.07
幼稚園 41 3.51 0.61 0.78 0.12
保育所 93 4.56 0.38 0.62 0.06
幼稚園 42 4.50 0.35 0.59 0.09
保育所 93 4.74 0.30 0.55 0.06




































人柄については、1 年次（N=47）4.64±0.64、2 年次（N=46）4.72±0.62 であり、有意
No. 項目 年次 N 平均値 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
保育所 93 4.14 0.49 0.70 0.07
幼稚園 34 3.56 0.86 0.93 0.16
保育所 93 4.20 0.49 0.70 0.07
幼稚園 42 4.17 0.53 0.73 0.11
保育所 89 3.38 0.69 0.83 0.09
幼稚園 41 3.63 0.89 0.94 0.15
保育所 93 3.72 0.73 0.85 0.09
幼稚園 41 3.90 0.49 0.70 0.11
保育所 93 3.89 0.60 0.77 0.08
幼稚園 41 4.22 0.38 0.61 0.10
保育所 93 3.23 0.63 0.80 0.08
幼稚園 41 3.07 0.82 0.91 0.14
保育所 93 3.63 0.50 0.70 0.07
幼稚園 41 3.78 0.48 0.69 0.11
保育所 93 3.31 0.46 0.68 0.07
幼稚園 41 3.66 0.58 0.76 0.12
保育所 93 3.34 0.47 0.68 0.07
幼稚園 40 3.30 0.32 0.56 0.09
保育所 92 4.10 0.46 0.68 0.07
幼稚園 41 3.78 0.63 0.79 0.12
保育所 93 3.76 0.42 0.65 0.07
幼稚園 41 3.56 0.45 0.67 0.11
保育所 93 3.62 0.43 0.66 0.07
幼稚園 41 3.54 0.45 0.67 0.11
保育所 93 3.78 0.71 0.85 0.09
幼稚園 41 3.73 0.75 0.87 0.14
保育所 93 4.12 0.32 0.57 0.06
幼稚園 42 4.00 0.44 0.66 0.10
保育所 93 3.58 0.57 0.76 0.08
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差がみられなかった。子どもが好きについては、1 年次（N=47）4.72± 0.62、 2 年次
（N=46）4.74±0.65 であり、有意差はみられなかった。観察力（洞察力）については、1








1 年次（N=47）4.64±0.57、2 年次（N=46）4.74±0.54 であり、有意差はみられなかった。




1 年次（N=47）3.64± 0.74、2 年次（N=46）3.81±0.69 であり、有意差はみられなかっ
た。思いやり・優しさについては、1 年次（N=47）4.51±0.62、2 年次（N=46）4.61±0.61
であり、有意差はみられなかった。情緒の安定については、1 年次（N=47）4.70±0.55、
2 年次（N=46）4.78±0.55 であり、有意差はみられなかった。  
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ては、 1 年次（N=20）3.90±0.64、2 年次（N=21）4.43±0.60 であり、有意差がみられ
た（p＜0.01）。想像力については、1 年次（N=20）3.85±0.75、 2 年次（N=21）4.38±
0.50 であり、有意差がみられた（p＜0.05）。創造力については、1 年次（N=20）3.75±0.64、
2 年次（N=21 ）4.29±0.56 であり、有意差がみられた（p＜0.01）。コミュニケーション
能力については、1 年次（N=20）4.35±0.67、2 年次（N=21）4.71±0.46 であり、有意差
がみられなかった。体力については、1 年次（N=21）4.24±0.70、2 年次（N=21）4.52±
0.60 であり、有意差がみられなかった。清潔感については、1 年次（N=20）4.70±0.47、
2 年次（N=21）4.67±0.48 であり、有意差がみられなかった。公平心については、1 年次
No. 項目 年次 N 平　均 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
1年次 47 4.64 0.41 0.64 0.09
2年次 46 4.72 0.39 0.62 0.09
1年次 47 4.72 0.38 0.62 0.09
2年次 46 4.74 0.42 0.65 0.10
1年次 46 3.98 0.24 0.49 0.07
2年次 47 4.47 0.43 0.65 0.10
1年次 46 3.93 0.28 0.53 0.08
2年次 46 4.43 0.43 0.65 0.10
1年次 46 3.91 0.21 0.46 0.07
2年次 46 4.22 0.49 0.70 0.10
1年次 46 3.85 0.22 0.47 0.07
2年次 46 4.13 0.38 0.62 0.09
1年次 47 4.38 0.50 0.71 0.10
2年次 45 4.76 0.33 0.57 0.09
1年次 47 4.43 0.51 0.71 0.10
2年次 45 4.49 0.48 0.69 0.10
1年次 47 4.64 0.32 0.57 0.08
2年次 46 4.74 0.29 0.53 0.08
1年次 47 4.28 0.38 0.62 0.09
2年次 46 4.48 0.43 0.66 0.10
1年次 45 3.31 0.36 0.60 0.09
2年次 44 3.41 0.43 0.66 0.10
1年次 46 4.57 0.30 0.54 0.08
2年次 47 4.79 0.30 0.55 0.08
1年次 47 3.64 0.54 0.74 0.11
2年次 46 3.80 0.47 0.69 0.10
1年次 47 4.51 0.39 0.62 0.09
2年次 46 4.61 0.38 0.61 0.09
1年次 47 4.70 0.30 0.55 0.08
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（N=20）4.50±0.69、2 年次（N=21）4.57±0.68 であり、有意差がみられなかった。頭が




ついては、1 年次（N=21）4.38±0.67、2 年次（N=21）4.62±0.50 であり、有意差がみら
れなかった。情緒が安定については、1 年次（N=20）4.65±0.49、2 年次（N=21）4.76±






乳児への接し方について、1 年次（N=46）3.87±0.69、2 年次（N=47）4.40±0.61 であ
り、有意差がみられた（p＜0.01）。幼児への接し方について、1 年次（N=47）3.94±0.70、
No. 項目 年次 N 平　均 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
1年次 21 4.52 0.36 0.60 0.13
2年次 21 4.62 0.35 0.59 0.13
1年次 21 4.67 0.23 0.48 0.11
2年次 21 4.81 0.16 0.40 0.09
1年次 20 4.05 0.37 0.60 0.14
2年次 21 4.43 0.36 0.60 0.13
1年次 20 3.90 0.41 0.64 0.14
2年次 21 4.43 0.36 0.60 0.13
1年次 20 3.85 0.56 0.75 0.17
2年次 21 4.38 0.25 0.50 0.11
1年次 20 3.75 0.41 0.64 0.14
2年次 21 4.29 0.31 0.56 0.12
1年次 20 4.35 0.45 0.67 0.15
2年次 21 4.71 0.21 0.46 0.10
1年次 21 4.24 0.49 0.70 0.15
2年次 21 4.52 0.36 0.60 0.13
1年次 20 4.70 0.22 0.47 0.11
2年次 21 4.67 0.23 0.48 0.11
1年次 20 4.50 0.47 0.69 0.15
2年次 21 4.57 0.46 0.68 0.15
1年次 20 3.35 0.45 0.67 0.15
2年次 21 3.38 0.45 0.67 0.15
1年次 20 4.60 0.36 0.60 0.13
2年次 21 4.86 0.13 0.36 0.08
1年次 20 3.45 0.58 0.76 0.17
2年次 21 3.57 0.66 0.81 0.18
1年次 21 4.38 0.45 0.67 0.15
2年次 21 4.62 0.25 0.50 0.11
1年次 20 4.65 0.24 0.49 0.11
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2 年次（N=46）4.48±0.59 であり、有意差がみられた（p＜0.01）。叱り方について、1 年
次（N=44）3.21±0.80、2 年次（N=45）3.56±0.84 であり、有意差がみられた（p＜0.01）。












法）技術について、1 年次（N=47）3.68±0.84、2 年次（N=46）3.89±0.85 であり、有意
差はみられなかった。文章作成能力について、1 年次（N=46）3.94±0.53、2 年次（N=47）
4.30±0.55 であり、有意差がみられた（p＜0.01）。計算能力について、1 年次（N=46）3.48
±0.72、2 年次（N=47）3.68±0.78 であり、有意差はみられなかった。  
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技術について、1 年次（N=20）3.60±0.68、2 年次（N=21）3.95±0.67 であり、有意差は
みられなかった。ダンス技術について、 1 年次（N=20）3.45±0.76、2 年次（N=21）3.86
±0.73 であり、有意差はみられなかった。運動能力の高さについて、1 年次（N=20）3.30
No. 項目 年次 N 平　均 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
1年次 46 3.87 0.47 0.69 0.10
2年次 47 4.40 0.38 0.61 0.09
1年次 47 3.94 0.50 0.70 0.10
2年次 46 4.48 0.34 0.59 0.09
1年次 44 3.20 0.63 0.79 0.12
2年次 45 3.56 0.71 0.84 0.13
1年次 47 3.55 0.73 0.85 0.12
2年次 46 3.89 0.68 0.82 0.12
1年次 47 3.72 0.51 0.71 0.10
2年次 46 4.07 0.64 0.80 0.12
1年次 46 3.11 0.63 0.80 0.12
2年次 47 3.34 0.62 0.79 0.11
1年次 46 3.52 0.52 0.72 0.11
2年次 47 3.74 0.46 0.67 0.10
1年次 47 3.21 0.43 0.66 0.10
2年次 46 3.41 0.47 0.69 0.10
1年次 47 3.28 0.47 0.68 0.10
2年次 46 3.41 0.47 0.69 0.10
1年次 47 3.81 0.42 0.65 0.09
2年次 45 4.40 0.34 0.58 0.09
1年次 46 3.57 0.47 0.69 0.10
2年次 47 3.96 0.30 0.55 0.08
1年次 47 3.47 0.38 0.62 0.09
2年次 46 3.78 0.44 0.66 0.10
1年次 47 3.68 0.70 0.84 0.12
2年次 46 3.89 0.72 0.85 0.13
1年次 46 3.93 0.28 0.53 0.08
2年次 47 4.30 0.30 0.55 0.08
1年次 46 3.48 0.52 0.72 0.11
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±0.57、2 年次（N=20）3.30±0.57 であり、有意差はみられなかった。遊びの種類の豊富




技術について、1 年次（N=20）3.60±0.94、2 年次（N=21）3.86±0.79 であり、有意差は
みられなかった。文章作成能力について、1 年次（N=21）3.81±0.68、2 年次（N=21）4.19
±0.60 であり、有意差はみられなかった。計算能力について、1 年次（N=21）3.29±0.72、







No. 項目 年次 N 平　均 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
1年次 17 3.24 0.82 0.90 0.22
2年次 17 3.88 0.74 0.86 0.21
1年次 21 3.86 0.63 0.79 0.17
2年次 21 4.48 0.26 0.51 0.11
1年次 20 3.30 0.85 0.92 0.21
2年次 21 3.95 0.75 0.86 0.19
1年次 20 3.55 0.47 0.69 0.15
2年次 21 4.24 0.29 0.54 0.12
1年次 20 4.05 0.37 0.60 0.14
2年次 21 4.38 0.35 0.59 0.13
1年次 20 2.90 0.73 0.85 0.19
2年次 21 3.24 0.89 0.94 0.21
1年次 20 3.60 0.46 0.68 0.15
2年次 21 3.95 0.45 0.67 0.15
1年次 20 3.45 0.58 0.76 0.17
2年次 21 3.86 0.53 0.73 0.16
1年次 20 3.30 0.33 0.57 0.13
2年次 20 3.30 0.33 0.57 0.13
1年次 20 3.50 0.68 0.83 0.18
2年次 21 4.05 0.45 0.67 0.15
1年次 20 3.35 0.45 0.67 0.15
2年次 21 3.76 0.39 0.62 0.14
1年次 20 3.35 0.45 0.67 0.15
2年次 21 3.71 0.41 0.64 0.14
1年次 20 3.60 0.88 0.94 0.21
2年次 21 3.86 0.63 0.79 0.17
1年次 21 3.81 0.46 0.68 0.15
2年次 21 4.19 0.36 0.60 0.13
1年次 21 3.29 0.51 0.72 0.16
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子どもが好きについては、保育所 170.8%、幼稚園 185.7%であった。観察力（洞察力）に
ついては、保育所 112.5%、幼稚園 90.5%であった。考察力については、保育所 54.2%、幼
稚園 38.1%であった。想像力については、保育所 33.3%、幼稚園 52.4%であった。創造力
については、保育所 10.4%、幼稚園 0.0%であった。コミュニケーション能力については、
保育所 235.4%、幼稚園 204.8%であった。体力については、保育所 33.3%、幼稚園 95.2%
であった。清潔感については、保育所 16.7%、幼稚園 0.0%であった。公平心については、
保育所 20.8%、幼稚園 0.0%であった。頭が良いについては、保育所 8.3%、幼稚園 28.6%
であった。責任感については、保育所 170.8%、幼稚園 309.5%であった。思いやり・優し
さについては、保育所 112.5%、幼稚園 85.7%であった。情緒が安定については、保育所
66.7%、幼稚園 109.5%であった。乳児への接し方については、保育所 81.3%、幼稚園 0.0%
であった。幼児への接し方については、  保育所 70.8%、幼稚園 71.4%であった。叱り方に
ついては、保育所 6.3%、幼稚園 0.0%であった。褒め方については、保育所 29.2%、幼稚
園 0.0%であった。ピアノ演奏については、保育所 43.8%、幼稚園 23.8%であった。運動能
力の高さについては、保育所 2.1%、幼稚園 0.0%、遊びの種類の豊富さについては、保育
所 33.3%、幼稚園 19.0%であった。工作技術については、保育所 0.0%、幼稚園 0.0%であ
った。描絵技術については、保育所 0.0%、幼稚園 0.0%であった。CPR（心肺蘇生法）技
術については、保育所 4.2%、幼稚園 0.0%であった。文章作成能力については、保育所 12.5%、





いては、保育所 41.7%、幼稚園 28.6%であった。考察力については、保育所 16.7%、幼稚
園 19.0%であった。想像力については、保育所 14.6%、幼稚園 19.0%であった。創造力に
ついては、保育所 4.2%、幼稚園 0.0%であった。コミュニケーション能力については、保
育所 68.8%、幼稚園 57.1%であった。体力については、保育所 14.6%、幼稚園 38.1%であ
った。清潔感については、保育所 8.3%、幼稚園 0.0%であった。公平心については、保育
所 10.4%、幼稚園 0.0%であった。頭が良いについては、保育所 2.1%、幼稚園 14.3%であ
った。責任感については、保育所 56.3%、幼稚園 100.0%であった。思いやり・優しさにつ
いては、保育所 39.6%、幼稚園 28.6%であった。情緒が安定については、保育所 22.9%、
幼稚園 42.9%であった。乳児への接し方については、保育所 25.0%、幼稚園 0.0%であっ
た。幼児への接し方については、保育所 22.9%、幼稚園 19.0%であった。叱り方について
は、保育所 2.1%、幼稚園 0.0%であった。褒め方については、保育所 8.3%、幼稚園 0.0%
であった。ピアノ演奏については、保育所 20.8%、幼稚園 14.3%であった。運動能力の高
さについては、  保育所 2.1%、幼稚園 0.0%であった。遊びの種類の豊富さについては、保
263
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育所 16.7%、幼稚園 14.3%であった。CPR（心肺蘇生法）技術については、保育所 4.2%、
幼稚園 0.0%であった。文章作成能力については、保育所 12.5%、幼稚園 9.5%であった。



















No. 項目 実習施設 得点/N 件数/N No. 項目 実習施設 得点/N 件数/N
保育所 166.7% 41.7% 保育所 81.3% 25.0%
幼稚園 171.4% 52.4% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 170.8% 41.7% 保育所 70.8% 22.9%
幼稚園 185.7% 42.9% 幼稚園 71.4% 19.0%
保育所 112.5% 41.7% 保育所 6.3% 2.1%
幼稚園 90.5% 28.6% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 54.2% 16.7% 保育所 29.2% 8.3%
幼稚園 38.1% 19.0% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 33.3% 14.6% 保育所 43.8% 20.8%
幼稚園 52.4% 19.0% 幼稚園 23.8% 14.3%
保育所 10.4% 4.2% 保育所 0.0% 0.0%
幼稚園 0.0% 0.0% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 235.4% 68.8% 保育所 0.0% 0.0%
幼稚園 204.8% 57.1% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 33.3% 14.6% 保育所 0.0% 0.0%
幼稚園 95.2% 38.1% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 16.7% 8.3% 保育所 2.1% 2.1%
幼稚園 0.0% 0.0% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 20.8% 10.4% 保育所 33.3% 16.7%
幼稚園 0.0% 0.0% 幼稚園 19.0% 14.3%
保育所 8.3% 2.1% 保育所 0.0% 0.0%
幼稚園 28.6% 14.3% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 170.8% 56.3% 保育所 0.0% 0.0%
幼稚園 309.5% 100.0% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 0.0% 0.0% 保育所 4.2% 4.2%
幼稚園 0.0% 0.0% 幼稚園 0.0% 0.0%
保育所 112.5% 39.6% 保育所 12.5% 12.5%
幼稚園 85.7% 28.6% 幼稚園 14.3% 9.5%
保育所 66.7% 22.9% 保育所 4.2% 2.1%





















































































No. 項目 実習施設 N 平均値 不偏分散 標準偏差 標準誤差 有意差
保育所 47 4.79 0.26 0.51 0.07
幼稚園 21 4.90 0.09 0.30 0.07
保育所 47 4.19 0.55 0.74 0.11
幼稚園 21 4.43 0.36 0.60 0.13
保育所 47 3.87 0.51 0.71 0.10
幼稚園 20 4.15 0.56 0.75 0.17
保育所 47 3.85 0.52 0.72 0.11
幼稚園 21 4.10 0.59 0.77 0.17
保育所 47 4.32 0.40 0.63 0.09
幼稚園 21 4.05 0.65 0.80 0.18
保育所 47 3.66 0.71 0.84 0.12
幼稚園 21 3.81 0.46 0.68 0.15
保育所 47 4.19 0.94 0.97 0.14
幼稚園 20 4.35 0.45 0.67 0.15
保育所 47 3.47 1.43 1.20 0.17
幼稚園 21 3.62 1.35 1.16 0.25
保育所 47 1.28 2.12 1.46 0.21
幼稚園 21 1.48 3.46 1.86 0.41
保育所 46 3.85 1.38 1.17 0.17
幼稚園 21 4.05 0.65 0.80 0.18
保育所 47 4.62 0.28 0.53 0.08






































































































































り組みー」第２報 , http://www.hoyokyo.or.jp/profile/senmon/seminarreport_26.pdf  
厚生労働省,2008,「保育所保育指針解説書」 , 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/hoiku04/pdf/hoiku04b.pdf 








要度の比較－」 ,札幌大谷短期大学紀要 32,pp.33-46 
Shön,D.A.,1983,The reflective practitioner,Basic Books,ドナルド・ショーン ,佐藤学,秋田














  １年 ２年 １年 ２年
(1) 人柄が良いこと (9) 清潔感があること
(2) 子どもが好きであること (10) 公平心があること
(3) 観察力（洞察力）があること (11) 頭が良いこと
(4) 考察力があること (12) 責任感があること
(5) 想像力があること (13) ユーモアがあること






  １年 ２年 １年 ２年
(1) 乳児への接し方 (9) 運動能力の高さ
(2) 幼児への接し方 (10) 遊びの種類の豊富さ
(3) 叱り方 (11) 工作技術
(4) 褒め方 (12) 描絵技術
(5) ピアノ演奏 (13) CPR（心肺蘇生法）技術
(6) ピアノ以外の楽器演奏 (14) 文章作成能力
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1 女性 2 男性
（２） 年齢 （あてはまる区分の番号に○印をお付けください）
1 20歳～29歳 2 30歳～39歳 3 40歳～49歳
4 50歳～59歳 5 60歳～
（３） 保育士・幼稚園教諭経験年数 （あてはまる区分の番号に○印をお付けください）
1 5年以下 2 6年～10年 3 11年～15年
4 16年～20年 5 21年～25年 6 26年以上
（４） 役職 （あてはまる役職の番号に○印をお付けください）
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A Study of Qualities and Skills Required for Trainees of 
Childcare Worker and Kindergarten Teacher 
 
Takuji ISHIKAWA ，Takashi NAGASAWA 
 
Abstract 
The purpose of this study was to investigate the qualities and skills that trainees of 
childcare workers and kindergarten teachers need through practical training. A 
questionnaire survey was conducted targeting the principals of kindergartens, and both 
the training institution and the training school. The goal is to improve nursery practice 
and kindergarten teaching practice.  
The subjects come from 105 nursery schools and kindergartens that carried out 
nursery practical training I and II and kindergarten teaching practical training I and 
II in 2016 and 2017. The questionnaire survey was mailed to the subjects and there 
were 69 respondents (65.7%). Questions concerned the qualities and skills that it was 
felt are necessary before starting practical training, the qualities and skills that are 
desirable before job application and the events and activities that nurseries and 
kindergartens emphasize.  
As a result, comparing qualities and skills, the qualification was significantly higher. 
Comparing nurseries and kindergartens, there were no significant differences in terms 
of qualities, techniques and skills in many items. Comparing the practice of 1st year 
and 2nd year though, there was a significant difference in items of skill.  
In conclusion these results indicate that training schools need to build a curriculum 
that focuses on extending their qualities and skills. 
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